
自主的環境保全活動の取り組み状況

（事業所名）住友精化株式会社 別府工場

１ 環境保全活動に関する方針等

１－１ 環境保全活動に関する方針

弊社は、１９９５年に日本レスポンシブル・ケア協議会に加盟し、製品の開発から廃棄

に至る全ライフサイクルを通じて、責任ある配慮をもって環境保全・安全確保に注力

することを宣言しています。

1. 事業活動を通じて、環境負荷の低減に努めるよう取り組んでいます。

1）環境に配慮した製品の提供に努める。

2）省資源をめざし、省エネルギーに努める。

3）循環型社会への対応として、廃棄物の減量化とリサイクルに努める。

4）大気汚染物質の削減および水質汚濁負荷の低減に努める。

2. 環境保全に関する法令を遵守します。

3. この方針を環境保全活動計画に反映し、全従業員および協力会社に周知徹底しま

す。

計画および年度毎の活動結果は、弊社ホームページ、環境報告書等により公表します。

１－２ 環境保全活動に関する組織体制

以下の環境保全活動に関する管理組織を推進母体として、活動する。
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別紙２

２ 環境保全活動の実施状況等

項 目 取組結果 今後の取組計画

地球温暖化防止

省エネルギー

・ 蒸気ライン改善による放熱ロス削減

・ 運送方法見直しによる運送便削減

・ アイドリングストップの推進継続

・ 室内温度の適正管理継続

・ 排出量取引は次年度へ継続検討

・ 高エネルギー及び高廃

棄物原単位プロセスの

改善

・ 排出量取引参画検討

廃棄物削減 ・ プロセスの合理化検討

・ 溶剤リサイクルの実施

・ 処理委託先選別による埋立処分量の削減

とリサイクル量の増加

・ 適正処理の継続

PRTR 対象物質の

排出削減

・ 対象物質の処理・回収プロセスの検討

と使用量削減

・ ガス容器塗装方法改善による対象物

質排出削減

・ 除害設備設置等の対

策実施

環境マネジメント

システムの活用

・ ISO14001システム活用（内部監査、維持

審査）による環境保全活動の推進

・ 活動の継続

・ 環境会計の実施と公開

工場美化及び

管理強化

・ 設備単位での監視機器導入と監視強化

・ 緑地の整備

・ 事業所周辺（海岸線・通勤路）の清掃

・ 活動の継続

・ 監視機器増強による場

内監視強化

環境コミュニケー

ション

・ 環境情報としてレスポンシブルケア報告

書の発行とホームページへの公開

・ 日本政策銀行 環境格付評価受審

・ 環境報告書の発行継続


